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道民カレッジロゴマーク
愛　　称「マナボー」 ～学びから　夢が生まれる道民カレッジ～～学びから　夢が生まれる道民カレッジ～

●道民カレッジ事務局よりお知らせ
◎道央圏に居住する道民カレッジ生の皆さんへ
　「道民カレッジ友

ゆう

志
し

の会」（仮称）に参加しませんか！
　「道民カレッジで学んだことを基礎に、交流したり、学習
したりする会」として、改めて参加募集していますので、
是非参加してください。

申込先：道民カレッジ事務局
　TEL	 011－204－5780
　FAX	 011－281－6664
◎道央圏以外の圏域でも「道民カレッジ
ボランティア」を募集しています。
　「道民カレッジで学んだ成果」をボランティア
活動に活しませんか。

申込み先は

圏　域 代表者 市町村 電話番号

道南圏 石岡　六美 鹿部町 01372－7－2461

道北圏 飛谷　昭一 旭川市 0166－31－6028

十勝圏 田中　豊實 音更町 0155－42－4060

オホーツク圏 三浦　清富 北見市 0157－25－3276

新規　道民カレッジ称号取得者一覧
（平成23年3月3日〜平成23年8月31日）

（敬称略　本人から承諾を得ている方を掲載しています。）

Vol.20カレッジだより
平成23年9月発行
編集・発行　道民カレッジ事務局
　　　　　　〒060－0002
　　　　　　札幌市中央区北２条西７丁目かでる2・7ビル９階
　　　　　　TEL（011）204－5780      FAX （011）281－6664
　　　　　　URL http://manabi.pref.hokkaido.jp/hsgk/college/
　　　　　　Eメール college@manabi.pref.hokkaido.jp

　平成20年度から始まった「ほっかいどう学検定試験」は、同年度に「北海道の歴史・文化」、
翌21年度からはこれに加えて「北海道の自然環境」の二つの領域について入門・上級試験が行われている。いずれも
北海道や北海道教育委員会などで構成する「ほっかいどう学検定推進機構（事務局：（財）北海道生涯学習協会）」が
実施しており、今年も10月30日に、札幌南高校及び石狩を除く13振興局（旧支庁）において実施されることになって
いる。
　私は、どちらの領域にも興味があり、両検定とも最初の年に挑戦し合格させていただいた。最初の検定試験の後、
平成21年に「歴史・文化」領域の検定合格者による勉強会として「ほっかいどう学を学ぶ会」が組織され、私も一会
員として加わった。さらに、翌年「自然環境」領域についても同様の勉強会として「ほっかいどう学（自然環境）の会」
が発足した。この時には、私も仕事をリタイヤし、時間の余裕も出来ていたので「よければ会の運営を手伝っても…」
と申し出ていた。最初の準備会合が開かれ、規約案を作り、準備委員の中で役員候補者を互選したところ、そこそこ
の年かさで、なによりも時間的余裕があるということで私が「会長」に推されてしまった次第である。
　同会は昨年６月に設立総会を開き、これまでに１年半ほど活動を続けてきたが、年に２回の研究発表会と自然探訪
バスツアー、機関紙の発行などを行っている。これまでに、元北大植物園長の辻井達一顧問による植物園の解説、洞
爺湖・有珠山ジオパークへのバスツアーでは火山が専門の北大の中川光弘教授に同行解説していただいた。今年に入っ
て、６月の研究会では地震が専門の北大の谷岡勇一郎教授に北海道周辺で起こる大地震についての解説をお願いする
など、極力道内第一線の専門家にお話を伺う企画を立てており、今月には、黒松内ブナセンター等へのバスツアーも
企画している。
　私自身、道職員などとして40数年の勤めの間に何度かの転勤もあり、公的にも私的にも道内ほとんどの地域を巡り
歩いてきた。特に「巨樹・名木」と言われる樹木を探して、道内だけでも200か所近く、東北の一部にも足を伸ばし
ている。これらの一部は会の研究会の際にも紹介させていただいた。道内各地を巡り歩くと、樹木や草花だけでなく
鳥や動物たち、美しい風景や温泉・農水産物、さらに、この地に生きてきた人々の記録など、そのたびに新たな発見
がある。これからも、私自身にとっての「新たな発見」を求めて、体力の続く限りさまよい歩くつもりである。

新たな発見を求めて
〜ほっかいどう学（自然環境）の会の取り組みと私の生涯学習〜

ほっかいどう学（自然環境）の会　会長　遠山　　武

22年６月20日　辻井達一顧問が植物園で解説 22年10月３日　洞爺湖有珠山ジオパークツアー 23年６月26日　谷岡勇一郎教授の講演

学　士

473人 322人 249人 43人 8人

修　士 博　士
学長奨励賞

1000単位 2000単位 3000単位 4000単位
3人 2人

称号取得者等

●　博　士（300 単位取得）●
酒井　清美（湧別町・環）	 田村　恒夫（釧路町・能）	 荻野　貞範（千歳市・健）
山石　純男（札幌市・ほ）	 永井　頼恵（江別市・教）	 前山　啓二（恵庭市・教）
逢坂　利昭（札幌市・教）	 松井　英成（帯広市・ほ）	 松井　絹子（帯広市・ほ）
佐藤　文彦（帯広市・能）	 宇賀　邦久（札幌市・教）	 秋元　博子（札幌市・ほ）
小山内純一（札幌市・教）	 内山美佐子（音更町・環）	 土佐林　薫（札幌市・ほ）
塚田　洋子（音更町・ほ）	 藤田　恵子（江別市・ほ）	 金田　英男（帯広市・環）
林　　芳男（札幌市・ほ）	 松田　幸雄（帯広市・環）	 山崎　繁光（室蘭市・環）
西川　暢一（旭川市・教）	 田尾　信弘（室蘭市・教）	 藪﨑　孝一（札幌市・教）

●　修　士（200 単位取得）●
遠藤　秀雄（雨竜町・教）	 町中　　豊（札幌市・ほ）	 山崎　繁光（室蘭市・環）
石川　弥一（札幌市・環）	 牧田　武治（札幌市・ほ）	 内田美佐子（音更町・能）
窪　　隆是（札幌市・教）	 前山　啓二（恵庭市・教）	 逢坂　利昭（札幌市・教）
木元　秀則（江別市・ほ）	 由田　笑子（札幌市・教）	 田仲　尚子（森町・健）
宇賀　邦久（札幌市・教）	 三谷　　馨（札幌市・教）	 松田　幸雄（帯広市・環）
佐々尾雅志（札幌市・能）	 三浦　清富（北見市・環）	 山田　芳二（札幌市・環）

川村　　博（旭川市・ほ／健）	 三谷　　馨（札幌市・教）	 石川　弥一（札幌市・環）
阪　　正二（札幌市・能）	 牧田　武治（札幌市・環）	 内田美佐子（音更町・健）
伊藤　義孝（芽室町・教）	 山田　芳二（札幌市・環）	 前山　啓二（恵庭市・ほ／教）
逢坂　利昭（札幌市・教）	 三浦　信江（札幌市・教）	 松村　繁男（札幌市・健）
新戸部泰久（江別市・ほ）	 宇賀　邦久（札幌市・健）	 山崎　澄子（室蘭市・ほ）
中島　洋一（札幌市・教）	 藤田　恵子（江別市・環）	 本宮　豊子（紋別市・ほ）

●　学　士（100 単位取得）●

（注）　ほ：ほっかいどう学　能：能力開発　環：環境生活　健：健康・スポーツ　教：教養

●　学 長 奨 励 賞（3000 単位取得）●
	 佐々尾　雅志（札幌市）

●　学 長 奨 励 賞（1000 単位取得）●
今野　義信（旭川市）	 藤田　恵子（江別市）	 落合　俊忠（札幌市）



《主催講座》平成23年度　　道民カレッジ「ほっかいどう学」出前講座一覧 《主催講座》平成23年度　　道民カレッジ「ほっかいどう学」大学放送講座一覧

特色ある「ほっかいどう学」出前講座

圏　　域
市町村名 開催日 会　場 テーマ（地域課題） 問い合わせ先

道南圏
厚沢部町

平成23年
６月11日（土）

厚沢部町土橋
自然教育林展示会館 「土橋自然観察教育林の遊歩道を考えよう」 厚沢部町教育委員会

0139−64−3436
釧路・根室圏
標津町

平成23年
７月４日（月）

標津町開拓の村番屋・
川北温泉 「標津町の資源を再認識～温泉を深く知ろう～」 標津町教育委員会

0153−82−2900
オホーツク圏
斜里町

平成23年
７月９日（土）

斜里町オシンコシン
高台国有林 「2011国際森林年　樹木医と歩く知床の森林」 オホーツク総合振興局

0152−41−0652
十勝圏
帯広市

平成23年
７月10日（日） 帯広の森・はぐくーむ 「樹から元気をもらう樹木気功法」 帯広市教育委員会

0155−22−7915
釧路・根室圏
釧路市

平成23年
7月24日（土） 釧路市民活動センター 「高齢者の健康と生きがいづくり」 特定非営利活動法人くしろ・わっと

0154−22−2232
道北圏
士別市

平成23年
９月４日（日） 士別市つくも青少年の家 「森林浴のつどい」 士別市教育委員会

0165−23−2224
道北圏
苫前町

平成23年
９月10日（土） とままえ温泉ふわっと

「食と健康のつながりをとおして、仲間と共に
つくる健康なまちづくり」

苫前町教育委員会
0164−65−4076

道央圏
室蘭市

平成23年
９月17日（土） 室蘭市中小企業センター 「まじくーるin室蘭」～つながれば発見～

室蘭市民活動ネットワーク
0143−83−6663

道央圏
歌志内市

平成23年
10月６日（木） 歌志内市公民館 地域を知ろう～地域市発見 歌志内市教育委員会

0125−42−3902
オホーツク圏
紋別市

平成23年
10月15日（土）

紋別市立オホーツク
青年の家 「地場産業を活かした交流のまちづくり」 紋別市教育委員会

0158−23−2474
道南圏
福島町

平成23年
10月16日（日）福島町公民館 「郷土の歴史・文化を探る」 福島町教育委員会

0139−47−3675
十勝圏
清水町 未定 清水町文化センター 「十勝清水　人・四季塾～地域の宝物」 清水町役場

0156−62−2114

●｢ほっかいどう学｣大学放送講座は、10月８日〜11月５日の毎週土曜日午前５時〜５時30分の５回にわたり、ＨＢＣ（北
海道放送）でテレビ放送します。また、再放送は、10月14日〜11月11日の毎週金曜日午前１時56分〜２時26分です。

放送日時 大学名講師名 テーマ
第１回
再放送

10月	 8日	（土）
10月14日	（金）

北海道医療大学
准教授　高

こう

上
じょう

馬
ま

希
まれ

重
しげ 北海道のブランド生薬

～スーパーカンゾウの開発にむけて～
第２回
再放送

10月15日	（土）
10月21日	（金）

北海道教育大学旭川校
准教授　角

かど

　　一
かず

典
のり やっかい物を資源・エネルギーへ

～雪冷房の現状と未来～
第３回
再放送

10月22日	（土）
10月28日	（金）

北海道情報大学
准教授　安

やす

田
だ

　光
みつ

孝
たか 地域に学生を送り込め！

～地域のＩＴ活用と若者の社会人基礎力育成～
第４回
再放送

10月29日	（土）
11月	 4日	（金）

北海道大学
特任教授　岸

きし

　　玲
れい

子
こ

特任助教　荒
あら

木
き

　敦
あつ

子
こ

環境と子どもの健康
～２万人が協力する疫学研究～

第５回
再放送

11月	 5日	（土）
11月11日	（金）

北海学園大学
教授　古

ふる

林
ばやし

　英
えい

一
いち 馬の国・北海道　～知られざる馬文化～

●平成23年度「ほっかいどう学」大学放送講座テキスト800円（別途送料105円）で販売します。
●テキストは大学生協売店や参加大学の売店、道民カレッジ事務局窓口等で販売しています。
●郵送でテキスト購入を希望される方は、道民カレッジ「大学放送講座」リーフレットに掲載の振込用紙に必要事項
を記載し、最寄りの郵便局から送金ください。

●ご不明なことがありましたら、道民カレッジ事務局へご連絡ください。

●インターネット動画サイトでいつでも、どこでも、学びたいときに平成23年度の大学放送
講座を視聴できます。

制　作：
●ほっかいどう学ＢＢ http://www.hbc.co.jp/tv/d-college/index.html

平成23年10月17日（月）～平成24年9月30日（金）

◆大学放送講座のビデオ・ＤＶＤを学習活動にお役立てください。
◇平成13年度から平成22年度までの全74講座を用意しています。情報交流広場（まなびの広場）でいつでも視聴で
きますので、皆様のご利用をお待ちしています。

◇また、大学等の高等教育機関・市町村教育委員会・高等学校等の団体・機関に貸出しを行っていますので道民カレッジ
事務局へお申し込みください。

◇全74講座のタイトルと内容を道民カレッジホームページで公開しておりますのでご覧ください。「地域のもつ自然資源を活かした」講座で人材育成・地域づくりを・・・
　今年度の「ほっかいどう学」出前講座は、８月末までに全
12講座中５講座が終了した。そのいずれも「地域のもつ資源（森
林・温泉・健康）を活かした」講座でした。
　厚沢部町では、「初夏の森（教育林）を歩こう」というテー
マで現地トレッキングを実施し、教育林の活用方法を体験を
通して学びました。
　標津町では、人里離れた森の中にある温泉（川北温泉）を
どう活用して地域づくりに活かすか、地域住民の健康づくり
とからめて、温泉の効能について学びました。標津町では、
森の中の露天風呂を守る活動をしている方々も講座に参加し
て今後の温泉の維持や活用方策を学びました。
　斜里町では、オホーツクみどりネットワークが主管し、世
界遺産の知床の森林のすばらしさを樹木医から学び、またシ
カの食害からどう自然を守るか、体験をとおして学びました。
　帯広市では、帯広の森で森林浴軟酥の気功法を体験するな
ど、心の健康について森林セラピストから学びました。
　上記の開催地は２年継続開催し、継続的な地域の自然資源
を活用した講座をとおして、人材育成や地域づくりに努めま
した。

出前講座（帯広市）

趣墨会の作品展示

道立青少年教育施設のＰＲ展示 江別市おはなしなあにの作品展示 札幌切り絵の会の作品展示
出前講座（厚沢部町）

平成23年度情報交流広場（まなびの広場）展示一覧（10月〜３月）
月 実施期間 実施団体

10 	10月	 ３日（月）	〜14日（金） さっぽろ植物画同好会
	10月	17日（月）	〜31日（月） 大窪淑絵と彫刻家

11 	11月	 1日（火）	〜15日（火） かでる２・７　書と絵手紙サークル
	11月	16日（水）	〜30日（水） 国立日高青少年自然の家

12 	12月	 １日（木）	〜15日（木） 北海道刻書芸術会

	12月	16日（金）	〜１月13日（金）スクラップブッキングを楽しむ会
1
	１月	16日（月）	〜31日（火） ＮＰＯ法人国際芸術文化協会

2 	２月	 １日（水）	〜15日（水） 北海道心の教育推進会議
	２月	16日（木）	〜29日（水） 国立大雪青少年交流の家

3 	３月	 １日（木）	〜31日（土） フォートさっぽろ「花の会」

情報交流広場は道民のみなさんの
学習成果の発表の場です。
道民カレッジで学んだことを作品
展示などで活かしてみませんか。
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特色ある「ほっかいどう学」出前講座

圏　　域
市町村名 開催日 会　場 テーマ（地域課題） 問い合わせ先

道南圏
厚沢部町

平成23年
６月11日（土）

厚沢部町土橋
自然教育林展示会館 「土橋自然観察教育林の遊歩道を考えよう」 厚沢部町教育委員会

0139−64−3436
釧路・根室圏
標津町

平成23年
７月４日（月）

標津町開拓の村番屋・
川北温泉 「標津町の資源を再認識～温泉を深く知ろう～」 標津町教育委員会

0153−82−2900
オホーツク圏
斜里町

平成23年
７月９日（土）

斜里町オシンコシン
高台国有林 「2011国際森林年　樹木医と歩く知床の森林」 オホーツク総合振興局

0152−41−0652
十勝圏
帯広市

平成23年
７月10日（日） 帯広の森・はぐくーむ 「樹から元気をもらう樹木気功法」 帯広市教育委員会

0155−22−7915
釧路・根室圏
釧路市

平成23年
7月24日（土） 釧路市民活動センター 「高齢者の健康と生きがいづくり」 特定非営利活動法人くしろ・わっと

0154−22−2232
道北圏
士別市

平成23年
９月４日（日） 士別市つくも青少年の家 「森林浴のつどい」 士別市教育委員会

0165−23−2224
道北圏
苫前町

平成23年
９月10日（土） とままえ温泉ふわっと

「食と健康のつながりをとおして、仲間と共に
つくる健康なまちづくり」

苫前町教育委員会
0164−65−4076

道央圏
室蘭市

平成23年
９月17日（土） 室蘭市中小企業センター 「まじくーるin室蘭」～つながれば発見～

室蘭市民活動ネットワーク
0143−83−6663

道央圏
歌志内市

平成23年
10月６日（木） 歌志内市公民館 地域を知ろう～地域市発見 歌志内市教育委員会

0125−42−3902
オホーツク圏
紋別市

平成23年
10月15日（土）

紋別市立オホーツク
青年の家 「地場産業を活かした交流のまちづくり」 紋別市教育委員会

0158−23−2474
道南圏
福島町

平成23年
10月16日（日）福島町公民館 「郷土の歴史・文化を探る」 福島町教育委員会

0139−47−3675
十勝圏
清水町 未定 清水町文化センター 「十勝清水　人・四季塾～地域の宝物」 清水町役場

0156−62−2114

●｢ほっかいどう学｣大学放送講座は、10月８日〜11月５日の毎週土曜日午前５時〜５時30分の５回にわたり、ＨＢＣ（北
海道放送）でテレビ放送します。また、再放送は、10月14日〜11月11日の毎週金曜日午前１時56分〜２時26分です。

放送日時 大学名講師名 テーマ
第１回
再放送

10月	 8日	（土）
10月14日	（金）

北海道医療大学
准教授　高

こう

上
じょう

馬
ま

希
まれ

重
しげ 北海道のブランド生薬

～スーパーカンゾウの開発にむけて～
第２回
再放送

10月15日	（土）
10月21日	（金）

北海道教育大学旭川校
准教授　角

かど

　　一
かず

典
のり やっかい物を資源・エネルギーへ

～雪冷房の現状と未来～
第３回
再放送

10月22日	（土）
10月28日	（金）

北海道情報大学
准教授　安

やす

田
だ

　光
みつ

孝
たか 地域に学生を送り込め！

～地域のＩＴ活用と若者の社会人基礎力育成～
第４回
再放送

10月29日	（土）
11月	 4日	（金）

北海道大学
特任教授　岸

きし

　　玲
れい

子
こ

特任助教　荒
あら

木
き

　敦
あつ

子
こ

環境と子どもの健康
～２万人が協力する疫学研究～

第５回
再放送

11月	 5日	（土）
11月11日	（金）

北海学園大学
教授　古

ふる

林
ばやし

　英
えい

一
いち 馬の国・北海道　～知られざる馬文化～

●平成23年度「ほっかいどう学」大学放送講座テキスト800円（別途送料105円）で販売します。
●テキストは大学生協売店や参加大学の売店、道民カレッジ事務局窓口等で販売しています。
●郵送でテキスト購入を希望される方は、道民カレッジ「大学放送講座」リーフレットに掲載の振込用紙に必要事項
を記載し、最寄りの郵便局から送金ください。

●ご不明なことがありましたら、道民カレッジ事務局へご連絡ください。

●インターネット動画サイトでいつでも、どこでも、学びたいときに平成23年度の大学放送
講座を視聴できます。

制　作：
●ほっかいどう学ＢＢ http://www.hbc.co.jp/tv/d-college/index.html

平成23年10月17日（月）～平成24年9月30日（金）

◆大学放送講座のビデオ・ＤＶＤを学習活動にお役立てください。
◇平成13年度から平成22年度までの全74講座を用意しています。情報交流広場（まなびの広場）でいつでも視聴で
きますので、皆様のご利用をお待ちしています。

◇また、大学等の高等教育機関・市町村教育委員会・高等学校等の団体・機関に貸出しを行っていますので道民カレッジ
事務局へお申し込みください。

◇全74講座のタイトルと内容を道民カレッジホームページで公開しておりますのでご覧ください。「地域のもつ自然資源を活かした」講座で人材育成・地域づくりを・・・
　今年度の「ほっかいどう学」出前講座は、８月末までに全
12講座中５講座が終了した。そのいずれも「地域のもつ資源（森
林・温泉・健康）を活かした」講座でした。
　厚沢部町では、「初夏の森（教育林）を歩こう」というテー
マで現地トレッキングを実施し、教育林の活用方法を体験を
通して学びました。
　標津町では、人里離れた森の中にある温泉（川北温泉）を
どう活用して地域づくりに活かすか、地域住民の健康づくり
とからめて、温泉の効能について学びました。標津町では、
森の中の露天風呂を守る活動をしている方々も講座に参加し
て今後の温泉の維持や活用方策を学びました。
　斜里町では、オホーツクみどりネットワークが主管し、世
界遺産の知床の森林のすばらしさを樹木医から学び、またシ
カの食害からどう自然を守るか、体験をとおして学びました。
　帯広市では、帯広の森で森林浴軟酥の気功法を体験するな
ど、心の健康について森林セラピストから学びました。
　上記の開催地は２年継続開催し、継続的な地域の自然資源
を活用した講座をとおして、人材育成や地域づくりに努めま
した。

出前講座（帯広市）

趣墨会の作品展示

道立青少年教育施設のＰＲ展示 江別市おはなしなあにの作品展示 札幌切り絵の会の作品展示
出前講座（厚沢部町）

平成23年度情報交流広場（まなびの広場）展示一覧（10月〜３月）
月 実施期間 実施団体

10 	10月	 ３日（月）	〜14日（金） さっぽろ植物画同好会
	10月	17日（月）	〜31日（月） 大窪淑絵と彫刻家

11 	11月	 1日（火）	〜15日（火） かでる２・７　書と絵手紙サークル
	11月	16日（水）	〜30日（水） 国立日高青少年自然の家

12 	12月	 １日（木）	〜15日（木） 北海道刻書芸術会

	12月	16日（金）	〜１月13日（金）スクラップブッキングを楽しむ会
1
	１月	16日（月）	〜31日（火） ＮＰＯ法人国際芸術文化協会

2 	２月	 １日（水）	〜15日（水） 北海道心の教育推進会議
	２月	16日（木）	〜29日（水） 国立大雪青少年交流の家

3 	３月	 １日（木）	〜31日（土） フォートさっぽろ「花の会」

情報交流広場は道民のみなさんの
学習成果の発表の場です。
道民カレッジで学んだことを作品
展示などで活かしてみませんか。
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道民カレッジロゴマーク
愛　　称「マナボー」 ～学びから　夢が生まれる道民カレッジ～～学びから　夢が生まれる道民カレッジ～

●道民カレッジ事務局よりお知らせ
◎道央圏に居住する道民カレッジ生の皆さんへ
　「道民カレッジ友

ゆう

志
し

の会」（仮称）に参加しませんか！
　「道民カレッジで学んだことを基礎に、交流したり、学習
したりする会」として、改めて参加募集していますので、
是非参加してください。

申込先：道民カレッジ事務局
　TEL	 011－204－5780
　FAX	 011－281－6664
◎道央圏以外の圏域でも「道民カレッジ
ボランティア」を募集しています。
　「道民カレッジで学んだ成果」をボランティア
活動に活しませんか。

申込み先は

圏　域 代表者 市町村 電話番号

道南圏 石岡　六美 鹿部町 01372－7－2461

道北圏 飛谷　昭一 旭川市 0166－31－6028

十勝圏 田中　豊實 音更町 0155－42－4060

オホーツク圏 三浦　清富 北見市 0157－25－3276

新規　道民カレッジ称号取得者一覧
（平成23年3月3日〜平成23年8月31日）

（敬称略　本人から承諾を得ている方を掲載しています。）

Vol.20カレッジだより
平成23年9月発行
編集・発行　道民カレッジ事務局
　　　　　　〒060－0002
　　　　　　札幌市中央区北２条西７丁目かでる2・7ビル９階
　　　　　　TEL（011）204－5780      FAX （011）281－6664
　　　　　　URL http://manabi.pref.hokkaido.jp/hsgk/college/
　　　　　　Eメール college@manabi.pref.hokkaido.jp

　平成20年度から始まった「ほっかいどう学検定試験」は、同年度に「北海道の歴史・文化」、
翌21年度からはこれに加えて「北海道の自然環境」の二つの領域について入門・上級試験が行われている。いずれも
北海道や北海道教育委員会などで構成する「ほっかいどう学検定推進機構（事務局：（財）北海道生涯学習協会）」が
実施しており、今年も10月30日に、札幌南高校及び石狩を除く13振興局（旧支庁）において実施されることになって
いる。
　私は、どちらの領域にも興味があり、両検定とも最初の年に挑戦し合格させていただいた。最初の検定試験の後、
平成21年に「歴史・文化」領域の検定合格者による勉強会として「ほっかいどう学を学ぶ会」が組織され、私も一会
員として加わった。さらに、翌年「自然環境」領域についても同様の勉強会として「ほっかいどう学（自然環境）の会」
が発足した。この時には、私も仕事をリタイヤし、時間の余裕も出来ていたので「よければ会の運営を手伝っても…」
と申し出ていた。最初の準備会合が開かれ、規約案を作り、準備委員の中で役員候補者を互選したところ、そこそこ
の年かさで、なによりも時間的余裕があるということで私が「会長」に推されてしまった次第である。
　同会は昨年６月に設立総会を開き、これまでに１年半ほど活動を続けてきたが、年に２回の研究発表会と自然探訪
バスツアー、機関紙の発行などを行っている。これまでに、元北大植物園長の辻井達一顧問による植物園の解説、洞
爺湖・有珠山ジオパークへのバスツアーでは火山が専門の北大の中川光弘教授に同行解説していただいた。今年に入っ
て、６月の研究会では地震が専門の北大の谷岡勇一郎教授に北海道周辺で起こる大地震についての解説をお願いする
など、極力道内第一線の専門家にお話を伺う企画を立てており、今月には、黒松内ブナセンター等へのバスツアーも
企画している。
　私自身、道職員などとして40数年の勤めの間に何度かの転勤もあり、公的にも私的にも道内ほとんどの地域を巡り
歩いてきた。特に「巨樹・名木」と言われる樹木を探して、道内だけでも200か所近く、東北の一部にも足を伸ばし
ている。これらの一部は会の研究会の際にも紹介させていただいた。道内各地を巡り歩くと、樹木や草花だけでなく
鳥や動物たち、美しい風景や温泉・農水産物、さらに、この地に生きてきた人々の記録など、そのたびに新たな発見
がある。これからも、私自身にとっての「新たな発見」を求めて、体力の続く限りさまよい歩くつもりである。

新たな発見を求めて
〜ほっかいどう学（自然環境）の会の取り組みと私の生涯学習〜

ほっかいどう学（自然環境）の会　会長　遠山　　武

22年６月20日　辻井達一顧問が植物園で解説 22年10月３日　洞爺湖有珠山ジオパークツアー 23年６月26日　谷岡勇一郎教授の講演

学　士

473人 322人 249人 43人 8人

修　士 博　士
学長奨励賞

1000単位 2000単位 3000単位 4000単位
3人 2人

称号取得者等

●　博　士（300 単位取得）●
酒井　清美（湧別町・環）	 田村　恒夫（釧路町・能）	 荻野　貞範（千歳市・健）
山石　純男（札幌市・ほ）	 永井　頼恵（江別市・教）	 前山　啓二（恵庭市・教）
逢坂　利昭（札幌市・教）	 松井　英成（帯広市・ほ）	 松井　絹子（帯広市・ほ）
佐藤　文彦（帯広市・能）	 宇賀　邦久（札幌市・教）	 秋元　博子（札幌市・ほ）
小山内純一（札幌市・教）	 内山美佐子（音更町・環）	 土佐林　薫（札幌市・ほ）
塚田　洋子（音更町・ほ）	 藤田　恵子（江別市・ほ）	 金田　英男（帯広市・環）
林　　芳男（札幌市・ほ）	 松田　幸雄（帯広市・環）	 山崎　繁光（室蘭市・環）
西川　暢一（旭川市・教）	 田尾　信弘（室蘭市・教）	 藪﨑　孝一（札幌市・教）

●　修　士（200 単位取得）●
遠藤　秀雄（雨竜町・教）	 町中　　豊（札幌市・ほ）	 山崎　繁光（室蘭市・環）
石川　弥一（札幌市・環）	 牧田　武治（札幌市・ほ）	 内田美佐子（音更町・能）
窪　　隆是（札幌市・教）	 前山　啓二（恵庭市・教）	 逢坂　利昭（札幌市・教）
木元　秀則（江別市・ほ）	 由田　笑子（札幌市・教）	 田仲　尚子（森町・健）
宇賀　邦久（札幌市・教）	 三谷　　馨（札幌市・教）	 松田　幸雄（帯広市・環）
佐々尾雅志（札幌市・能）	 三浦　清富（北見市・環）	 山田　芳二（札幌市・環）

川村　　博（旭川市・ほ／健）	 三谷　　馨（札幌市・教）	 石川　弥一（札幌市・環）
阪　　正二（札幌市・能）	 牧田　武治（札幌市・環）	 内田美佐子（音更町・健）
伊藤　義孝（芽室町・教）	 山田　芳二（札幌市・環）	 前山　啓二（恵庭市・ほ／教）
逢坂　利昭（札幌市・教）	 三浦　信江（札幌市・教）	 松村　繁男（札幌市・健）
新戸部泰久（江別市・ほ）	 宇賀　邦久（札幌市・健）	 山崎　澄子（室蘭市・ほ）
中島　洋一（札幌市・教）	 藤田　恵子（江別市・環）	 本宮　豊子（紋別市・ほ）

●　学　士（100 単位取得）●

（注）　ほ：ほっかいどう学　能：能力開発　環：環境生活　健：健康・スポーツ　教：教養

●　学 長 奨 励 賞（3000 単位取得）●
	 佐々尾　雅志（札幌市）

●　学 長 奨 励 賞（1000 単位取得）●
今野　義信（旭川市）	 藤田　恵子（江別市）	 落合　俊忠（札幌市）


